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1. 緒言

ヒトの足趾は，歩行および走行などの移動の際，ある
いは立位姿勢保持の際に重要な役割を果たす（加辺ほか，
2002；Tanaka et al., 1996）。しかし，近年，足趾が床面
に接地しない浮き趾を有する者が多数存在する（松田ほ
か，2009；恒屋・臼井，2006；内田ほか，2002）。浮き
趾についてはこれまで幼児から成年までを対象に調査さ
れ，その実態が徐々に明らかにされつつある（原田，
2001；松田ほか，2009；大貫ほか，2005a；大貫ほか，
2005b；恒屋・臼井，2006；内田ほか，2002）。中でも，
幼児の浮き趾者（浮き趾を有する者）は 1980 年と比較
し 2000 年に急増していることが報告されている（原田，
2001）。幼児期は足部骨格の成長段階であり，幼児期後
の身体の発達を左右する重要な時期である。幼児の浮き
趾者は，3 歳から 6 歳のいずれの年齢においても約 70％
存在し，浮き趾者が非常に多い実状が報告されている（松
田ほか，2009）。しかし，この浮き趾がどのような原因

で生じ，また，身体にどのような影響を及ぼすかについ
ては未だ十分明らかにされていない。浮き趾に関連する
要因には，体格，靴下や履物，重心位置の後退，立位姿
勢の安定性，体力・運動能力等が挙げられている。その
中で，体格，体力，および外遊びと浮き趾との関係がこ
れまでに検討されている。松田ほか（2009）は浮き趾と
体格との間に関係がないことを，松田ほか（2010）は浮
き趾の本数と立ち幅跳びテストの結果との間に若干の関
係が認められることを，また，大貫ほか（2005b）は外
遊び量が少ない園に通園する園児は外遊び量が多い園に
通園する園児よりも浮き趾者が多いことを報告してい
る。一方，重心位置の後退，不適切な靴や靴下，姿勢の
安定性などは浮き趾との関係が未だ検討されていない。
重心位置の後退は踵への荷重の増加によって，足趾が接
地しにくくなるため，浮き趾と関連すると考えられてい
る（原田，2001；内田ほか，2002；矢作ほか，2004）。
また，幼児の骨は成長段階であり，大人に比べ軟骨部が
多いため，不適切な大きさの靴あるいは靴下を履くこと
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により，足趾が変形し，浮き趾が生じる可能性があると
指摘されている（矢作ほか，2004）。これら未検討の要
因については一つ一つ検討していくことが必要であろ
う。本研究では，浮き趾との関係が未だ検討されていな
い立位姿勢の安定性について着目した。 

立位姿勢は，力学的観点からみると，重心が高く，支
持基底面積が小さいほど不安定になる（奈良・内山，
2004）。浮き趾を有する場合，支持基底面積が減少する
ため，姿勢が不安定になると考えられる。ヒトは，立位
姿勢時において，視覚，前庭系および体性感覚系から得
られる情報を中枢神経系で統合し，崩れかかる姿勢を補
正し続けている（Fransson et al., 2004; Vuillerme et al., 
2005）。Fitspatrick et al.（1994）は，体性感覚系の情報
が立位姿勢時の安定性に大きく影響を及ぼすことを明ら
かにしている。浮き趾により床面との接触部分が少なく
なるため，体性感覚系から得られる情報も減少する可能
性がある。加えて，立位姿勢時は，足底が床面に対し直
接加圧することにより，姿勢が保持される（奈良・内山，
2004））。すなわち，足底と床面との接点が姿勢調節のた
めの支点となるため，この接点の数（調節部位数）の多
寡が姿勢調節において重要となる。浮き趾は，この接点
数の減少に関係すると考えられる。以上より，浮き趾は
立位姿勢の安定性にマイナスの影響を及ぼす可能性があ
る。

本研究の目的は，幼児の浮き趾が立位姿勢の安定性に
及ぼす影響を明らかにすることである。

2. 方法

2.1.　被験者

被験者は，5 歳から 6 歳までの年長児 201 名（男児 97
名，女児 104 名）であった。被験者が通う幼稚園は，裸
足保育のような足趾あるいは接地足蹠面の接地状態の向

上を目的とした特別な対策は行っておらず，一般的な私
立幼稚園であった。被験者の体格特性を表 1 に示した。
身長および体重に性差は認められなかった。被験者の体
格特性は全国的な平均値と類似し，一般的な幼児期の子
どもと同様な発育状態にあると考えられる（首都大学東
京体力標準値研究会，2007）。被験者には口頭で測定内
容を説明し，参加の同意を得た。なお，本研究の実験プ
ロトコルは，ヒトを対象とする研究審査委員会に承認さ
れている。

2.2.　接地足蹠面の撮影

浮き趾を判定する際に利用する接地足蹠面の記録に
は，足蹠投影機（ピドスコープ VTS-151，サカモト社製）
を用いた。被験者は，測定器上に裸足で両足の内側線を
5 ～ 10cm 離して立ち，前方の目の高さにある指標を注
視しながら両手を体側に自然に垂らした直立姿勢を保持
した。被験者が両足均等に体重をかけた状態になったこ
とを確認し，接地足蹠面の画像を撮影した。被験者が立
位し続けている間に，撮影は一人 5 回連続で行われた。
なお，測定は幼児の接地足蹠面の画像の撮影に経験豊富
な大学教員により実施された。

2.3.　浮き趾の判定

撮影した 5 画像のうち 4 画像以上において接地してい
ない趾を浮き趾とした。片脚立ちテストにおいて支持脚
とした脚の足趾について浮き趾の分析を行った。1 本以
上浮き趾があれば，「浮き趾あり」とし，浮き趾の本数
を「浮き趾本数」とした。なお，浮き趾の判定は，1 名
の熟練した検者により行われた。この浮き趾判定の検者
内および検者間の一致度は高いことが確認されている

（松田ほか，2009）。

表 1．被験者特性

男児
（n=97）

女児
（n=104)

t p

年齢 Mean 6.2 6.2 0.02 0.98

SD 0.3 0.3

身長 Mean 113.6 113.0 0.92 0.36

（cm) SD 5.3 4.5

体重 Mean 20.8 20.6 0.60 0.55

(kg) SD 3.3 2.7
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2.4.　立位姿勢の安定性の測定

開眼片脚立ちテストにより立位姿勢の安定性を評価し
た。被験者は両手を腰にあて，検者の「始め」の合図で
一方の脚を挙上し，その姿勢を保持した。挙上した脚が
床面に接地する，支持脚の位置が始めの場所から動く，
あるいは手が腰から離れた場合，測定は終了する。脚の
挙上から終了までの時間をストップウォッチで測定し
た。測定は一人 2 回行なわれた。片脚立ちする脚は被験
者の立ちやすい脚とし，2 試行とも同じ脚を利用させた。
測定時の被験者の集中力を保つため，測定は検者と被験
者のみがいる部屋で行われた。片脚立ち時間に試行間差
は認められなかったが（t=1.79，p>0.05），級内相関係
数（Intra-class Correlation Coefficients：ICC） が 0.54
であり，それほど高くなかったため，2 試行のうち優れ
た試行を代表値としてその後の解析に利用した。片脚立
ち時間に性差が認められたため（男児 60.6 ± 50.4 秒，女

児 91.2 ± 78.7 秒，t=3.25，p<0.05），本研究では男女別に
浮き趾との関係を分析した。

2.5.　解析方法

浮き趾者の割合を把握するため，浮き趾本数別に浮き
趾者数を算出した。浮き趾の有無および浮き趾本数によ
る片脚立ち時間の差の検討には，それぞれ対応のない t-
検定および対応のない一要因分散分析を用いた。さらに，
片脚立ち時間の上位 25％（上位群）と下位 25％（下位群）
に被験者を分け，両群と浮き趾者の割合の関係および浮
き趾本数の群間差をそれぞれχ2 検定および対応のない
t- 検定を用いて検討した。本研究における統計的有意水
準は 5％とした。

表 2．浮き趾本数

0本 1本 2本 3本 総計

男児 人数 30 60 7 0 97

(%) 30.9 61.9 7.2 0.0 100.0

女児 人数 30 57 15 2 104

(%) 28.8 54.8 14.4 1.9 100.0

表 3．片脚立ち時間の浮き趾の有無による差

浮き趾あり 浮き趾なし t p
片脚立ち時間 男児 n 67 30 0.23 0.82

（秒） Mean 59.8 62.4

SD 52.3 46.6

女児 n 74 30 0.07 0.94

Mean 91.5 90.3

SD 85.4 60.1

表 4．片脚立ち時間の浮き趾の本数による違い

F p
片脚立ち時間 男児 n 30 60 7 0.24 0.79

（秒） Mean 62.4 61.2 48.1
SD 46.6 54.5 26.0

女児 n 30 57 17 0.04 0.96
Mean 90.3 93.0 86.8
SD 60.1 87.7 79.5

一要因分散分析
0本 1本 2本以上
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3. 結果

浮き趾本数およびその割合を表 2 に示した。浮き趾者
は男児 67 人（69.1％），女児 74 人（71.2％）であった。
片脚立ち時間の浮き趾の有無による差および浮き趾本数
による差は認められなかった（表 3，表 4）。片脚立ち時
間の上位群・下位群と浮き趾者の割合には有意な関係は
認められず（表 5），両群間に浮き趾本数の差も認めら
れなかった（表 6）。

4. 考察

本研究は，幼児の浮き趾が片脚立位姿勢の安定性に及
ぼす影響を検討した。まず，浮き趾者の実態であるが，
浮き趾者は男児 67 人（69.1％），女児 74 人（70.2％）で
あった。松田ほか（2009）は，浮き趾者（いずれかの足
に浮き趾が 1 本以上有する者）が 5 歳前半男児 77.1％，
女児 72.9％，6 歳前半男児 58.6％，女児 77.3％と非常に
多いことを報告している。本研究では片脚立ちをした脚
の浮き趾を分析対象としているため，前述の先行研究と
は単純に比較できないが，近年の先行研究で報告されて
いるように（松田ほか，2009；原田，2001；内田ほか，
2002），多くの幼児が浮き趾を有していることが確認さ
れた。

浮き趾に関する先行研究の多くは，浮き趾を両脚立位

姿勢時において接地していない趾と定義している（松田
ほか，2009；松田ほか，2010；恒屋・臼井，2006；矢作
ほか，2004）。先行研究に倣い，本研究では両脚立位姿
勢時において接地していない趾を浮き趾と定義し，姿勢
安定性との関係を検討した。片脚立位姿勢の安定性との
関係を検討する場合，片脚立位姿勢時に接地していない
趾を浮き趾と定義し，分析する方法も一つの観点として
考えられる。今後の課題の一つとして，片脚立位姿勢時
の浮き趾と姿勢安定性との関係の検討が挙げられる。

片脚立位姿勢の安定性は，片脚立ちテストにより評価
された。立位姿勢の安定性の評価には，重心動揺を利用
する方法もあるが（Matsuda et al., 2008; Demura et al., 
2006），重心動揺測定の場合，全被験者が一定の測定時間，
片脚立位を保持しなければならない。姿勢維持能力の未
発達な幼児を対象とし，一定人数以上の被験者数を確保
する場合，重心動揺測定は困難であると考え，片脚立ち
テストを採用した。また，片脚立位は両脚立位より立位
姿勢保持が困難であるため（Matsuda et al., 2010），姿
勢保持時の足趾の使用が多くなり，足趾が立位姿勢の安
定性に及ぼす影響を検討するには適していると考えられ
た。

浮き趾を有する場合，立位時において床面との接触箇
所が少なくなり，接地面積も小さくなる。力学的な観点
から，支持基底面積が大きいほど姿勢の安定性が高まる
ため（奈良・内山，2004），浮き趾は姿勢保持に不利に

上位群 下位群 t p

浮き趾本数 男児 Mean 0.80 0.68 0.70 0.49
SD 0.58 0.63

女児 Mean 1.12 0.85 1.53 0.13
SD 0.65 0.61

浮き趾あり 浮き趾なし χ 2 p

男児 上位群 人数 18 7 0.80 0.37
（n=25） % 72.0 28.0

下位群 人数 15 10
（n=25） % 60.0 40.0

女児 上位群 人数 23 3 1.98 0.16
（n=26） % 88.5 11.5

下位群 人数 19 7
（n=26） % 73.1 26.9

表 5．片脚立ち時間上位群・下位群間における浮き趾者の割合

表 6．片脚立ち時間上位群・下位群間における浮き趾本数
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なる可能性がある。また，姿勢保持には体性感覚系から
得られる情報が関与するため（Fitzpatrick et al., 1994），
浮き趾により皮膚感覚情報が減少する可能性がある。調
整力的観点からみても，足趾は床面と接する部位であり，
姿勢維持の際に重要な役割を果たす。このようなことか
ら，浮き趾の有無および本数の違いが片脚立位姿勢の安
定性に影響を及ぼす可能性が考えられた。しかし，いず
れの解析結果からも，浮き趾の有無および本数の違いが
片脚立位姿勢の安定性に及ぼす影響は認められなかっ
た。また，片脚立ち時間の個人差が大きいことも考慮し，
片脚立ち時間の上位群・下位群と浮き趾者の割合との関
係を検討したが，有意な関係はみられなかった。安定し
た立位姿勢の保持には，足趾の影響だけでなく，視覚系，
前庭系，筋骨格系など多くの身体諸器官が関与する

（Fransson et al., 2004; Vuillerme et al., 2005）。本研究
から，足趾以外の要因の影響が大きいことが考えられる。
また，幼児の場合，精神的に未発達であるため，集中力
など心理的要因が片脚立ち時間に影響した可能性も考え
られる。測定は検者と被験者だけの空間にて行われ，被
験者の集中力の妨げになるような外部からの影響を除外
したが，被験者自身の心理も少なからず結果に影響した
のかもしれない。

Chou et al.,（2008）は，成年女性を対象にし，第 1 趾
の接地状態が片脚立位姿勢時のバランスパフォーマンス
に及ぼす影響を検討している。第 1 趾を 30°背屈させ
た状態で固定し，床面と接地しない状態を作り出し，第
1 趾が接地している通常の状態と片脚立位のバランスパ
フォーマンスを比較した結果，第１趾不接地の場合，バ
ランスパフォーマンスに劣ると報告している。また，立
位姿勢時の第 1 趾の圧力は，その他の 4 趾の圧力の合計
の 2 倍であることから（Tanaka et al., 1996），第 1 趾が
その他の趾よりも立位姿勢の安定性に大きく影響してい
ることが推測される。本研究では，第 1 趾に浮き趾を有
している者は一人もおらず，第 5 趾に浮き趾を有してい
る者がほとんどであった（男児66/97人，女児73/104人）。
すなわち，本研究の結果は，姿勢維持への関与が他趾よ
りも相対的に少ないと考えられる第 5 趾が浮き趾であっ
たことによるかもしれない。本研究では被験者数が十分
ではなかったことから，浮き趾の部位（趾）の違いが立
位姿勢の安定性に及ぼす影響を検討できなかったが，今
後このことを検討する必要があろう。

矢作ほか（2004）は，浮き趾を有する成人男女に，草
履の着用，足趾足底把持訓練およびタオルギャザー訓練
などの足趾の運動療法を行った結果，浮き趾，自覚的腰
痛改善度および動的バランス能力が改善されたことを報

告している。本研究では，片脚立ちテストにより静止片
脚立位姿勢の安定性を評価し，浮き趾との関係を検討し
た。矢作ほか（2004）と本研究では，接地足蹠面を撮影
した器具および浮き趾の判定方法が異なることから，単
純に参考にすることはできないが，幼児においても，動
作を伴う（動的な）立位姿勢の安定性と浮き趾との関係
を今後検討する必要があろう。

5. まとめ

本研究は，5 歳から 6 歳までの幼児 201 名を対象に，
浮き趾が片脚立位姿勢の安定性に及ぼす影響を明らかに
した。その結果，片脚立ち時間の浮き趾の有無による差
および浮き趾本数による差は認められなかった。また，
片脚立ち時間の上位群・下位群と浮き趾者の割合には有
意な関係は認められず，両群間に浮き趾本数の差も認め
られなかった。以上より，幼児の浮き趾が片脚立位姿勢
の安定性にほとんど影響を及ぼさないことが示唆され
た。
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